才ぺ ラシ ンガ ー 

の 中尉で ある。 パリ 下り だとい う イカ モノの 歌劇 歌姫 

に、 一番に 花輪 を 贈る の もこの 中尉で ある。 その上に 

中尉 は 子供 好きで、 よく ポケットの 中に 入れて いる ボ 

ン ボン を、 道端で 見かける 子供た ちに くれてやる。 だ 

から リエ— ジュの 街の 子供た ちの 間に も、 中尉の 評判 

はすこぶ るよ いので ある。 従って、 狭い リエ— ジュの 

町で は、 中尉 ゼラ— ル といえば、 誰でもよ く 知ってい 

る。 毎晚、 宵の 九 時 頃に はき まって、 ヴァル ブ ノアの 

橋の たもと にある カフェ ー • ォ J ^ンヌ で、 ポンチ 酒 

に 酔って 独唱 を やって いる 中尉 を、 この辺の 浮気な 女 

たち は 誰でも 知っていた。 



た 挨拶 を 交わす と、 もうお 互いに 相手の 談話ぶ リゃ、 

ウィット を 心の 内で 賞賛し 合った。 

それから しばらくの 間、 カフェ—. ォ —， ^ンヌ では 

ゼラ ー ル 中尉 は 決して 一 人ではなかった。 彼と 向い 

あって 新来の ガスコ アン 大尉が 座って いた。 二人 は 快 

活に 話しながら、 幾度 も、 リキュ —ルを ほす ので あつ 

た。 

二人の 友情 は、 間もなく 要塞の 士官 連の 目 を そば だ 

てし める ほど、 親密に 発展して いこうと した。 

が、 一度 ゼラ— ル 中尉と 交際した ことの ある 人た ち 

は、 皆、 ふふんと いったよ うな 微笑 を もって この 二人 



大尉 は ゼラ— ル 中尉と 交情 を 保って いくこと は、 自分 

の 意志 を 中尉の 意志の 奴隸 にす るのと、 あまり 違わな 

しみじみ 

いこと を沁々 と 悟つ てし まった ので ある。 

大尉 はほんの 僅かな 会話に も、 ゼラ— ル 中尉の 意志 

我意が 自分 を 圧倒し ようと かか つ てく る こと をよ 

く 感じた ので ある。 

ガスコ アン 大尉に とって、 ゼラ ー ル 中尉との 交情が 

厭な 荷物と して、 感ぜられる ようになった 動機の 一 つ 

に は、 こんな ことがあった。 

ある 日、 二人 は 例の ごとく カフェ ー • ォ —， ^ンヌ で 

さ かずき 

葡萄酒 を 飲んで いた。 二人の 前の 杯 に、 ゼラ— ル中 



尉の 注文に よって 注がれた 酒 は、 地回りの 葡萄酒で I 

I 収穫の 僅かな ベ ルギ— 産の 葡萄から 作った もので か 

なり 上品な 味 を 持って いたが、 パリに 二 年 も 留学して、 

たんでき 

そこの カフェ ー 生活に 耽溺した ことの ある 大尉 は、 最 

初の 一 杯 を 飲み干す と、 

「うまい こと はうまい が、 上等の ボ ルド— に はとても 

かなわな いね」 といった。 これ は 平凡な 事実 をい つた 

までに 過ぎなかった。 が、 ゼラ— ル 中尉 は、 

「いや、 そり や 君が 一 種の 固定観念に とらわれ ている 

からだよ。 実際のと ころ 葡萄酒の 味 はべ ルギ— 産の も 

のが 第一なん だ。 むろん 産額の 点じ ゃボ ルド— に はか 



なわない よ。 が、 量と 質と はまった く 別問題 だからね」 

といいながら、 ゼラ— ル 中尉 は、 はは ははと わざとら 

しく 哄笑した。 

中尉の 性格 を、 よほど 理解し かけて いた 大尉 は、 そ 

のま ま 黙って いたかった ので あつたの だが、 葡萄酒 好 

きで、 葡萄酒に 対する 鑑識 を 誇って いる 大尉 は、 どう 

しても 中尉の 独断 的な 反駁 をき きながす に は 堪えな 

かった ので ある。 

「産額な ど はむ ろん 問題 じ やない よ。 が、 あの ボル 

ド ー の 上等！ むろん 一 九 〇〇 年代の 醸造 じ や だめ だ 

よ。 少なくとも、 一 八 八 〇 年から 七 〇 年 酒の 味 (大尉 



は、 実際 その 味 を 本当に 味わった ことの ある 人 だけが 

もらす ような 微笑 を もらしながら) といった らまた 別 

だよ。 とても こんな 葡萄酒の 味と は …… 」 といい なが 

びん 

ら、 少しの 軽蔑 を 交えて そのべ ルギ ー 産の 葡萄酒の 壜 

を 打ち 振った。 すると、 ゼラ ー ル 中尉 は、 横顔 を 殴ら 

れ たように、 恐ろしく 興奮して しまった。 

「そういう こと をい う 君 は、 葡萄酒の 真の 理解 者で は 

ない ね。 この 葡萄酒 は 穴蔵の 中に 千年し まい 込んで 

あった ボ ルド— にだって 負ける ことで はない よ。 いつ 

たいべ ルギ— の 地質が だね …… 」 といいながら、 彼 は 

白 仏の 地質 比較 論から、 葡萄の 栽培の 適不適に 及んで、 
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